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５．用 語 集 

【ア行】                  

インフラ 

インフラストラクチャーの略。公共施設のうち，都市活動を支える道路，橋りょうなどの

交通施設や公園，上下水道などの施設の総称。 

 

エコドライブ 

環境にやさしい自動車の運転方法のこと。急発進をしない，加減速の少ない運転，アイド

リングストップ，タイヤの空気圧の適正化などにより，大気汚染物質の排出量削減や効率的

な燃料消費が可能となる。 

 

温室効果ガス 

地球温暖化の原因となる温室効果を持つ気体のことで，略称は GHG（GreenhouseGas）。「地

球温暖化対策の推進に関する法律」では，二酸化炭素（CO₂），メタン（CH4），一酸化二窒素

（N2O），代替フロン等 4ガス［ハイドロフルオロカーボン類（HFCs），パーフルオロカーボン

類（PFCs），六ふっ化硫黄（SF6），三ふっ化窒素（NF3）］の 7 つの温室効果ガスを対象とした

措置を規定している。 

 

【カ行】                  

カーボンニュートラル 

二酸化炭素などの温室効果ガスの人為的な発生源による排出量と，森林等の吸収源による

除去量との間の均衡を達成すること。 

 

カーボンリサイクル 

二酸化炭素を炭素資源（カーボン）と捉え，これを回収し，多様な炭素化合物として再利

用（リサイクル）すること。 

 

現状すう勢（BAU，Business as Usual） 

追加的な地球温暖化対策が何も行われないと仮定した場合のこと。すなわち，温室効果ガ

スの排出係数やエネルギー消費原単位が今後も現状と同じレベルのままで推移したと仮定し

たときの温室効果ガス排出量等の予測値を意味する。 
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【サ行】                  

再生可能エネルギー 

非化石エネルギー源のうち，太陽光・風力・水力・地熱・太陽熱・大気中の熱その他の自然

界に存する熱・バイオマス等の永続的に利用可能なエネルギー源によって作られるエネルギ

ーのこと。 

 

サプライチェーン 

事業者が行う原料調達・製造・物流・販売・廃棄等の一連の流れのこと。 

 

シェアリングエコノミー 

個人等が保有する活用可能な遊休資産等（資産（空間，モノ，カネ等）や能力（スキル，知

識等））を他の個人等も利用可能とする経済活動のこと。 

 

自治体排出量カルテ 

全地方公共団体を対象に，環境省「地方公共団体実行計画（区域施策編）策定･実施マニュ

アル（算定手法編）（令和４年 3 月）」の標準的手法に基づく CO2排出量推計ータ及び特定事

業所の排出量データから地方公共団体の排出特性を把握し，的確な施策を行うための補助資

料こと。 

 

ゼロカーボンシティ 

2050 年に温室効果ガスの排出量又は二酸化炭素を実質ゼロにすることを目指す旨を首長自

らが又は地方自治体として公表した地方自治体のこと。 

 

ソーラーシェアリング 

農地に支柱等を立てて，その上部に設置した太陽光パネルを使って日射量を調節し，太陽

光を農業生産と発電で共有する取組のこと。営農を続けながら，農地の上部空間を有効活用

することにより電気を得ることができるので，農業経営をサポートするというメリットがあ

る。 
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【タ行】                  

太陽光発電 

光を受けると電流を発生する半導体素子を利用し，太陽光エネルギーを直接電力に変換す

るシステム。 

 

脱炭素 

地球温暖化の原因となる代表的な温室効果ガスである二酸化炭素の排出量をゼロにするこ

と。 

 

炭素集約度 

国内で排出される二酸化炭素量を一次エネルギー総供給で割った値であり，二酸化炭素強

度のこと。 

 

地球温暖化 

二酸化炭素などの温室効果ガスが主因となって地球表面の気温が急速に上昇すること。 

 

地中熱 

地表から 200 メートルほど地下の比較的低温の熱のこと。一般的な地熱が火山活動による

地球内部の熱を指すのに対し，地中熱は太陽光により発生する低温の熱のことをいう。地下

10メートルを超えると地中の温度は季節を通して安定しており，夏は外気温より温度が低く，

冬は外気温より温度が高いという特徴を持っている。 

 

 

中小水力（発電） 

厳密な定義はないが，出力 10,000kW～30,000kW 以下を「中小水力発電」と呼び，出力 1,000kW

以下の小規模な水力発電を総称して「小水力発電」と呼んでいる。 

 

トップランナー基準 

電力を消費する機器のなかで省エネルギー効果の性能に優れた機器を「トップランナー」

とし，トップランナーとしての性能レベル以上であるかの目安として設定した基準のこと。 
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【ナ行】                  

二酸化炭素（CO₂） 

炭酸ガスともいい，色もにおいもない気体。温室効果といって地球の平均気温を上げる性

質のあるガスであり，「温室効果ガス」と呼ばれるもののひとつ。 

 

【ハ行】                  

バイオマス 

もとは生物の量を意味するが，転じて化石燃料を除いた生物由来の有機エネルギー，資源

を指す。例えば，食品残渣（生ごみ），剪定枝（枝の切りくず），家畜ふん尿等がこれに当た

る。 

 

排出係数 

二酸化炭素排出係数の場合，電気，ガス等の単位量当たりから排出される二酸化炭素の量

のこと。1ヶ月の使用量に二酸化炭素排出係数をかけると，1ヶ月の二酸化炭素排出量が算出

できる。 

 

パリ協定 

第 21 回気候変動枠組条約締約国会議（COP21）において採択された，地球温暖化対策に関

する 2020（令和 2）年以降の新たな国際枠組み。2016（平成 28）年発効。すべての加盟国が

自国の削減目標を掲げて実行するとともに，5 年ごとにその目標をさらに高めることなどが

定められている。 

 

ブルーカーボン 

海洋生物の作用によって，大気中から海中へ吸収された二酸化炭素由来の炭素のこと。 

 

ペレット 

⽊質ペレットのこと。乾燥した⽊材を細粉し，圧縮成形した⽊質燃料で，主にストーブや

ボイラーの燃料として利⽤される。原料は，森林の育成過程で⽣じる間伐材などや，製材⼯

場などから発⽣する樹⽪，のこ屑（プレーナー屑），端材などであり，燃やす時には，樹⽊が

成⻑する時に吸収した⼆酸化炭素のみ排出することから，環境に優しい燃料とされている。 
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【数字・英字】                 

COOL CHOICE 

二酸化炭素などの温室効果ガスの排出量削減のために，脱炭素社会づくりに貢献する「製

品への買換え」，「サービスの利用」，「ライフスタイルの選択」など，日々の生活の中で，あら

ゆる「賢い選択」をしていこうという取組のこと。 

 

EV（Electric Vehicle：電気自動車） 

電気を動力源とし電動機（モーター）によって走る自動車のこと。 

 

FCV（Fuel Cell Vehicle：燃料電池自動車） 

燃料電池を利用した自動車のこと。燃料電池には，水素のほかメタノール，エタノール等

も燃料に使うことが可能なものもあるが，現在市販されている FCV やこれから市販が予定さ

れている FCV のほとんどが水素を燃料にしている。 

 

FIT（Feed－in Tariffs：固定価格買取制度） 

固定価格買取制度とも呼ばれ，電気事業者に対し，再生可能エネルギーにより発電された

電力について規定の価格（固定価格）で買い取ることを義務付ける制度。固定価格での買取

により導入者の投資回収を予測しやすくし，再生可能エネルギーへの投資を加速させること

を目的としている。 

 

LED 照明 

Light Emitting Diode（発光ダイオード）を使った照明のこと。主に装飾的な照明に使わ

れることが多かったが，最近では消費電力の少なさに着目され，室内照明にも使用され始め

ている。 

 

PDCA サイクル 

計画（Plan），実施（Do），点検（Check），見直し（Act）というプロセスを繰り返すことに

より，計画の継続的な改善を図る進行管理の方法のこと。 

 

RE100 

企業等が自らの事業の使用電力を 100％太陽光発電等などによる再生可能エネルギーで賄

うことを目指す国際的なイニシアティブ（取り組み）。この取り組みには，世界や日本の企業

が参加している。 
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SDGs（エス・ディー・ジーズ）（Sustainable Development Goals：持続可能な開発⽬標） 

2001 年に策定されたミレニアム開発⽬標（MDGs）の後継として，2015（平成 27）年 9⽉の

国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて記載された 2030

年までに持続可能でより良い世界を⽬指す国際⽬標。 

 

V2H（Vehicle to Home） 

電気自動車（EV）・プラグインハイブリッド自動車（PHV）への充電，並びに EV・PHV から

施設へ放電（給電）ができる装置。放電（給電）機能は災害等 V2H 充放電設備による停電時

のレジリエンス（災害対応力）を向上することができる。 

 


